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1 風車タワーが風車後流に与える影響に関するアクチュエ 2012,9 河野孝昭＊
－タディスクモデルを用いたLES解析 小垣哲也
(日本機械学会2012年度年次大会講演論文集(DVD)、
SO51031、金沢）
他61件
8．外部資金の獲得状況について
（1）科学研究費補助金（年度、研究種目、研究課題名、代表・分担等）
・基盤研究(C)(一般)、「ノズル内部に設置した偏向板や偏向リングによる噴流の拡散制御に関す
る研究｣、代表：木綿隆弘、分担：木村繁男、小松信義
・基盤研究(B)､磁歪式マイクロ振動発電素子を用いた自動車用自律センシングシステムの開発、
代表：上野敏幸
・基盤研究(B)、「モデル・制御・性能のトリプレット構造の解明によるJIT適応型内部モデ
ル制御の構築｣、山本茂（代表）・金子修（分担）
他4件
（2）政府出資金事業等（年度、事業名、出資機関名、代表・分担等）なし
（3）国、地方、民間等との共同研究（研究題目、機関名、代表・分担等）
・抗力型垂直軸風力発電機の研究、代表：木綿隆弘、分担：河野孝昭、木村繁男、小松信義
・防風・防雪柵に備え付ける風力発電装置の開発、代表：木綿隆弘、分担：河野孝昭、木村繁
男、小松信義
・オリフィス下流の壁面せん断応力測定、代表：木綿隆弘、分担：木村繁男、小松信義、河野
孝昭
・クランクシャフト専用研削盤の効果的クーラント潤滑法、代表：木綿隆弘、分担：細川晃
・高速回転主軸の低騒音カービックの開発、代表：木綿隆弘
（4）受託研究（研究題目、委託機関名、代表・分担等）なし
（5）企業・財団等の助成金（賞）（研究題目、事業名又は賞名、代表･分担等）なし
（6）特許等による研究費（年度、研究費を受ける発明の名称等）なし
（7）奨学寄附金（件数）2件
（8）その他
・第17回「北陸地域の活性化」に関する研究助成事業、「再生可能エネルギー利用のための
市民ファンド形成事業｣、分担：木綿隆弘
・平成24年度研究シーズ発掘・支援事業、「農山村地域を対象とした低炭素社会への移行シ
ナリオ初期段階構築に関する学際的研究｣、分担：木綿隆弘
9．関連の学位論文提出数
・博士論文2本、修士論文19本、卒業論文29本
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9．自然エネルギー活用部門（第2部門）活動状況
，|認星野潔言辞部門ﾐｰﾃｨﾝグ｢学生によ'川｡｣，
'01雛星野醗壼藺用部門ﾐｰﾃｨﾝグ｢学生によ'川，Ⅱ
Ⅱ|鯛呈鮮烈言靜部門ﾐｰﾃｨﾝグ｢学生によ'川｡‘ユ
木綿隆弘＊
榎本啓士
木村繁男
寺岡喜和
小松信義
河野孝昭
木綿隆弘＊
榎本啓士
木村繁男
寺岡喜和
小松信義
木綿隆弘＊
榎本啓士
木村繁男
寺岡喜和
小松信義
平成24年度のテレビ放映、新聞報道など
・北國新聞、2012年1月24日【朝刊】、車社会を考える金大図書館シンポ
･2012年2月21日、日経産業新聞「球面モーター、超小型に、金沢大、USB電源で駆動」
･2012年4月、OHM2012年4月号「磁歪材料を用いた振動発電技術とその応用」
・2012年4月25日、東奥日報、「新合金出力2．5倍」FeCo合金と共に当研究室での振動発
電の応用研究について記載
・朝日新聞（石川全県)、2012年5月30日【朝刊】、この人に聞く“風を知る"精度向上を
･2012年6月8日、日経産業新聞、「プチ発電、指で押すだけ、金沢大、振動を利用」
･2012年7月17日、TBSラジオ森本毅郎・スタンバイ1現場にアタックにて振動発電を紹介
・2012年8月14日、NHK金沢加賀能登イブニングにて振動発電を紹介
･2012年8月18日、NHKウイークエンド中部にて振動発電を紹介
･2012年9月4日、NHKニュースおはよう日本にて振動発電を紹介
・2012年9月13日、NHKWORLDTVGreatGearで振動発電を紹介
＜特記事項＞
・日本AEM学会論文賞:上野敏幸､!磁歪材料を用いた小形振動発電素子の特性評価'､Vol.20、
No.1，2012
．第21回MAGDA優秀ポスター講演論文賞：坂本龍介、"L字フレームを用いた磁歪式振動
発電デバイスの特性評価'1
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アドバイザリーボード報告（第2部門）
I自己評価
II-I外部アドバイザー（東京大学・荒川忠一先生）のご意見
45
研究成果の目標達成度
??
A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (B)
｢集風加速装置を用いた高効率な風力発電システムの開発」に関しては、増速効果を利用
した技術開発の為の知見を着実に蓄積してきているが､まだ付帯装置の設計に至っていない。
｢静穏な風車の開発」に関しては、騒音の発生源や伝搬のメカニズムを解明するための計測
準備をほぼ整えた。
風力発電出力変動補完用燃焼システムの為の「マイクロ波を用いた高応答性燃焼促進シス
テムの開発」に関しては、実機に搭載した試験を行える状態となり、「液体バイオ燃料用内
燃機関による変動補完発電システムの開発」に関しては、数kW級タール除去機能付木質（
イオマスガス化装置の目処が立った。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:概ね適切C:やや不適切D:不適切(B)
｢集風加速装置を用いた高効率な風力発電システムの開発」は、付帯装置の設計まで進ま
なかった為、重点的に推進する。その他の技術開発項目については、目標を概ね達成できて
おり、次年度もロードマップに沿って研究を推進する。尚、補完用燃焼システムは、数kW
級の出力では風車出力の変動がとても大きいことがわかったので、バイオマス由来燃料対応
を中心に機器の安定運用を目指す。大型外部予算に関しては、採択に至らなかった為、次年
度も引き続き申請を行っていく。
研究成果の目標達成度
??
A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い(B)
地域にねざした再生可能エネルギーの機械工学としての研究を確実に、かつ精力的に進め
ていることに敬意を表する。研究を所期の予定通り進め、その評価をいち早く行い、成果を
普及するために、地域企業との密接な情報交換、共同研究を進めることが重要であろう。金
沢地区は風力発電などに興味をもつ企業が多数あり、早い連携を強く望む。
成果は国際的な場所で発表してはいかがか。
一 方、それらの
燃焼システムの基礎研究は着実に進んでいるものと認識している。早い段階で、風力など
の変動出力を補完するシステムとして運転に入り、
きたい。
ス宝マー トグリッドの構築を行っていただ
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:概ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
ロードマップに従い着実に進める予定であることを評価する。加えて、上記のアドバイス
を反映することにも工夫を施してほしい。外部予算については、文部科学省のみならず、政
府各省の情報にも注意することを望む。また、海外との共同研究なども視野に入れることが
肝要である。そのためにも、成果の海外発表などを通じて、国際的なチャンネルをいち早く
確保するよう、努力を積み重ねてほしい。
9．自然エネルギー活用部門（第2部門）活動状況
II-II外部アドバイザー((独）産業技術総合研究所・矢部彰先生）のご意見
II-Ⅲ外部アドバイザー((株)IHI・藤森俊郎様）のご意見
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研究成果の目標達成度： A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い(B)
各研究者間の議論が実施され、全体としては、大形の風力発電を目指すのではなく、小形
風力発電を伴うエネルギーシステムを目指すことを議論できたことはすばらしいことであ
り、極めて高く評価される。この全体像に従って、各研究者が、独創性を発揮する技術開発
に挑戦することが期待され、今後の研究の進展が大いに期待される。部門内での意見交換の
習慣を築きあげることは、研究のスケールを大きくするためにも重要であると思われる。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:j既ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
今回のブレーンストーミングに当たって、教員の間で、目標や、自分たちの技術の強み、
弱みについて、多くの時間を使って議論された点は、高く評価される。この経験を発展させ
て､エネルギー技術について､他の分野の方々に対しても議論し合う経験を積むことは､RSET
全体の社会発信に対しても重要と思われる。また、各課題が設定されたことを受け、各課題
の独創性の発揮の段階に至るので、知恵を凝集した独創的な研究の推進を期待する。
研究成果の目標達成度
??
A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い(B)
風力システムについては、これまでの技術的な蓄積があり、研究開発はほぼ順調に進んで
いると評価できます。風力は、変動の平準化と、騒音対策は、いずれも今後の普及への課題
であり、早急に研究開発を進めることが期待されます。また、タール除去機能付きバイオマ
スガス化装置の開発は、短期間でエンジン運転に成功したことは評価できます。炉内の状態
把握と定量的な性能評価を期待します。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:)既ね適切C:やや不適切D:不適切(B)
研究開発の内容は概ね妥当であると評価します。各テーマの技術内容は、大方固まってい
るので、出口戦略の検討を進めるべきです。具体的には、風力システムは、すでに地元企業
とも提携しているので、実証のためのユーザを探す段階と考えます。 一 方、ガス化について
は、連続試験やスケールアップのための費用確保のため、NEDO,JSTなどの公募へ申請する
準備を検討すべきです。また、地元バイオマス供給者との連携が重要と考えます。
RSET
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第2部門アドバイザリーボード会合の報告
開催日時：2013年1月26日（土）15:00～17:20
開催場所：金沢大学自然科学3号館Bブロック会議室(3B315)
RSETチーフアドバイザー:(独）産業技術総合研究所矢部彰理事
RSET第2部門担当アドバイザー：東京大学荒川忠一教授
第2部門独自に依頼したアドバイザー：（株)IHI藤森俊郎基盤技術研究所副所長
教員（5名）：木綿隆弘、木村繁男、榎本哲士、上野敏幸、河野孝昭
ブレーンストーミングの司会（2名）：平子紘平、阿部覚（敬称略）
プログラム
1.15:00-15:45RSET教員による成果報告
木綿：高効率な垂直軸風車の設計・開発、フェンス上部やピル屋上の増速域を利用した高出力なク
ロスフロー風車の開発、自励振動が生じる矩形柱構造物による振動発電装置の開発
河野：静穏な小形風車の設計・開発、風力発電変動を補完する内燃機関の燃焼制御シミュレーショ
ンの検討
木村：地下水などの地中熱を利用した暖冷房装置の開発
榎本：様々なバイオマス燃料に対応した燃焼状態計測シ
ステムの開発、市販の汎用内燃機関の改良と各燃
料毎の最大効率運転条件の探査
2．15:45－16:10アドバイザーからのコメント
3．16:10－17:20ブレーンストーミング
テーマ:RSET第2部門が新しく掲げようとしている研
究目的
【東京大学荒川教授のコメント】①小形風車に特化しているのは分かるが、最後にどういう方向に持
って行くかを分かるようにしてほしい。目標が明確になると、それを達成するために、利点や欠点な
どがより議論しやすくなり、多くの人が理解しやすくなる。②一番重要なのは、グリッドシステムで
ある。スマートグリッドに、開発している発電システムをどのように導入するかについて並行して検
討していくとよい。当面は完成度が低くても良いので、並行して検討し、他のところで、どの様なこ
とが求められているかを把握して、グリッドを構築していくとよい。
【(株)IHI藤森副所長のコメント】①木質バイオマスガス化炉について、非常に短期間でエンジンを
回すところまで進めたことは評価できる。この技術は、正にマーケットプルの技術であるので、サイ
ズに課題はあるが、バイオマスを持っている森林組合などと組んで進めると良い。特に地元で、農業
やハウスにおいて、発電だけではなく、熱も利用していくと経済的メリットが大きい。②1週間でも
いいので、簡便なメンテナンスで、確実に動くシステムを開発するという方向性も考えらえる。東南
アジアなどでは、メンテナンスに人員を充ててもコスト回収が出来る。③点火技術については、エン
ジンの燃焼整備技術の基幹的な技術として、きちんと学術的に体系づけると価値が出る。
【(独）産業技術総合研究所矢部理事のコメント】①内燃機関の対応可能範囲の情報を出すことが出
来れば、残りの風力の変動については、蓄電池で対応すると一つのシステムになるのではないか。②
地中熱をタンクで安価に利用するといったときに、どこまで利用できるのかが分かると面白い。
